
 

2022-23 年度 

ＩＲテーマ イマジンロータリー  

地区方針  未来を描こう、笑顔でつなごう 
                  ～一人一人のチャレンジを力に！変化に対応できるクラブを目指して～ 

本日の例会プログラム ２０２３年３月２４日 （第２４５８回）  No.２３３８    
点鐘       １２：３０ 

斉唱       我等の生業 

３分スピーチ   田中 祐子さん 

卓話担当者     会長・幹事 

卓 話 者       〃 

演   題  「 クラブフォーラム 」  

前回の例会記録   ２０２３年３月１８日 （第２４５７回）        
2022-23 年度 東尾張分区ＩＭ 

於名鉄小牧ホテル ホスト：岩倉ＲＣ 

開会のことば 
岩倉ＲＣ ＩＭ実行委員長 深見 早惠君 

 
本日の 2022-23 年度国際ロータリー第 2760 地区

東尾張分区インターシティ・ミーティングに、岩月
雅章地区幹事様、加藤陽一パストガバナー、伊藤靖
祐パストガバナーをはじめ、特別出席者の皆様、分
区内クラブの多数のロータリアンの皆様のご出席
を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 本日の IM のテーマは、「これからのロータリーク
ラブを考える」、フォーラムテーマは「今一度ロータ
リーを見つめなおしてみませんか」というものとし、
また、フォーラムのパネラーとして各クラブの皆様
には、事前に 4 回に分けてお集まりいただき、「ロ
ータリーの魅力とは」「ロータリーに何を期待する
か」「ロータリーここがおかしい」そして、「ロータ
リー変わってはいけないもの」という 4つのテーマ
でディスカッションをいただきました。そしてその
様子は映像に残し、午後からのフォーラムにて披露
させていただく予定です。 

 これらのテーマは、私共が 2011-12 年度にＩＭの
ホストをさせていただいた際のそれぞれフォーラ
ムテーマ、パネラーテーマと重ねたものであり、こ
れにより、2 回の IM で得たもの、得られるものを現
実化することを企図いたしました。 
 皆様ご承知のとおり、当クラブは会員数 8名、事
務局1名という非常に小さなクラブです。この中で、
武藤ガバナー補佐がその役割を全うし、そして、本
日の IM 開催にまで辿り着けましたのは、クラブの
諸先輩方の真摯なご活動による礎があってのこと
ですし、何よりも、分区内全クラブの皆様、地区の
皆様、事務局の皆様、その他多くの方々の支えがあ
ったからこそです。皆様のお力添えがなければ到底
実現不可能なものであったと、まさしくロータリー
の友情と寛容の精神を実感しているところです。 
 また、本日のＩＭ開催に先立ちまして、各クラブ
の皆様には、フォーラムパネラーとして映像制作の
ご協力をはじめ、懇親会のお品のご提供など、手前
勝手な様々なお願いをさせていただきました。 
改めまして、お詫び申し上げますと共に、心からの
御礼を申し上げまして、開会のことばといたします。 
 本日は、どうぞ宜しくお願いいたします。 
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卓話担当者：谷口 伸夫君 
卓話者：尾張旭市長 
    柴田 浩様 
演題：「 自己紹介 」 

2023-24 年度 
地区研修協議会 
（14 日振替分） 

 
於：名古屋マリオット 

アソシアホテル 

座禅例会 
 
担当者：例会運営委員会 

於：良福寺書院 
   

・会 長 菊田 利昭   幹事 熊澤 功  

・例会日 毎週金曜日 12：30  

・例会場 〒488‐0801 尾張旭市東大道町原田 2570‐3 尾張旭市商工会館内 

・事務局 尾張旭市商工会館 TEL 0561‐54‐1263 FAX 0561‐54‐8945 

・E‐mail：jimu@owariasahi-rc.org  URL：http://www.owariasahi-rc.org 

Weekly 
尾張旭ロータリークラブ 



ホストクラブ会長挨拶 
岩倉ロータリークラブ会長 浅野 勝美君 

 
皆様こんにちは。当年度の I・Мは、岩倉クラブ

がホストを務めさせて頂くことになりました。本日
ここに、特別出席者の皆様、東尾張分区各クラブの
皆様をお迎えし開催する運びとなりました。ようこ
そお越し下さいました。ご出席賜り誠に有り難う御
座います。当クラブ会員は、現在八名です。こうし
た大きなイベントを催すにあたりおのずと負担が
大きくなるなか、武藤ガバナー補佐、深見実行委員
長を中心に全員が良くまとまり、この日を迎えるこ
とが出来ました。さて、本日の全体テーマは「これ
からのロータリークラブを考える」と「今一度ロー
タリーを見つめなおしてみませんか」です。基調講
演は、「若い世代から見たこれからの生き方」です。
現在私達は、コロナ禍の下で今迄経験した事の無い
変化の中で生きています。また、他国と直に国境を
接しない我々日本人には、にわかに理解し難い部分
も有りますが、隣国を武力で侵略する報道も日夜目
にするところです。私達の常識が当たり前でなくな
る程に変貌しつつあるこの社会で、ロータリー、ロ
ータリアンだけは旧態依然のままでも通用する、と
する思いは成り立ちません。変化が求められる中、
本日の I・Мが皆様方のクラブ、我々のロータリー
に、ヒントとなる兆しが一つでも見出せれば、岩倉
クラブ会員一同が光栄の至りとするところです。こ
の後、懇親会、アトラクションも用意しております。
どうぞお楽しみ下さい。有り難うございました。 

ガバナー補佐挨拶 
202-23 年度  
東尾張分区ガバナー補佐 

武藤 栄司君 
みなさんおはようござ

います、ようこそいらっ
しゃいました。本日は 12
クラブ 415 名の会員登録
を頂いております。また
岩月地区幹事をはじめ地
区スタッフの方々、特別

出席者の方々、米山奨学生、各クラブ事務局の方々、
そして東尾張分区のみなさんに出席いただいてお
ります。ご理解ご協力いただき誠にありがとうござ
います。また各クラブから多大なるご提供品もいた
だき改めてお礼申しあげます。今回の IM は岩倉ク
ラブが少人数であることもあり、各クラブからパネ
ラーの選出をお願いし、4 つのテーマに別かれてい
ただき、わざわざ岩倉までお越しいただいて、事前
にグループディスカッションを行なわせていただ
きました。その様子をフォーラムにおいて皆さんに
ご覧になって頂きます。「一緒にロータリーをみつ
めなおし、これからのロータリーを考える」機会と
なればと願っております。アトラクションの演奏者
も、公演の講師もあえて若い方にお願いしておりま
す。アットホームである東尾張分区をさらに結束さ
せ各クラブの活性化に向けて、ロータリアン同士が
所属クラブの枠を超えて互いに奉仕理念を高め合
い、親睦をはかる為、深見実行委員長のもとインタ
ーミーティングを開催いたします。設営につきまし

ては、行き届かない点が多々あると存じます、どう
か寛容の精神でお許し願えればと思います。本日は
どうぞよろしくお願い致します。 

RID2760 ガバナー挨拶 
RID2760 ガバナー 篭橋 美久君 

 
2022-23 年度国際ロータリー第 2760 地区におい

て武藤栄司ガバナー補佐の的確なご指導の下、ここ
に東尾張分区の IM が開催されますことを心よりお
祝い申し上げます。 
この IM は東尾張分区の会員の皆様の日頃の活動を
広く知って頂くだけでなく、これからの活動の方針
を確認し、相互に親睦を図って頂くことを目的とし
て開催されるものです。 
今年度 RI 会長が掲げたテーマである「ＩＭＡＧＩ
ＮＥ ＲＯＴＡＲＹ」と、今年度の地区方針「未来
を描こう 笑顔でつなごう」の下、会員の皆様には
将来のクラブの姿を思い描きながら、それぞれご助
力頂いていることかと思います。改めて深く感謝申
し上げます。 

さて、武藤栄司ガバナー補佐が掲げられた、「これ
からのロータリーを考える」という IM テーマは、
当分区全会員にて企画された大会とお聞きしてお
ります。特に、会員参加型の企画は本年度の地区方
針に合致しており、当分区の発展を大いに予感させ
るものであります。この IM テーマにはわくわく感
があり、皆さんが一丸となって進むのに相応しいも
のであると確信しております。将来のロータリーが
大変楽しみであります。 

また、今まで地域社会を中心に活動してきたロー
タリークラブを今一度、見つめ直して頂き、これか
らのロータリー活動をどのようにしていけば良い
かを皆さんで考えて頂くきっかけにして頂きたい
と思います。なぜならば、日本の社会を取り巻く環
境が変わり、新しい活動目標、手法、考え方を取り
入れロータリークラブを変化させていかなければ
ならない時代になりつつあります。従って、今後の
ロータリーの姿をイメージすると共に、DEI に沿っ
た開かれたロータリークラブを目指して頂きたい
と願っています。 

また、普段なかなか会うことのできない仲間とと
もに、大いに語り合って頂き、将来の奉仕活動に繋
げて頂きたいと思います。 
これからのロータリーは皆さんの手中にあります。
是非、お力をお借りして「楽しい、明るい、地域社
会に役立つ」クラブを目指して参りましょう。 
最後になりましたが、今年度の IM の運営にご尽力
頂きました岩倉ロータリークラブの皆様に感謝申
し上げ、私のお祝いの言葉とさせて頂きます。 

 


